
















































































































































































































































































































































































































































































































































１ ここでは、同人誌『サチュリコン』（1957 年）に掲載された作品から、第 1








２ 『サチュリコン』は、1957 年 5 月 11 日に創刊された同人誌で、同年 9月 11






３ 『詩・現実』は、1962 年に清田政信を中心に創刊された同人誌。第 6号（1972
年 8 月）には、中里友豪のほか、川満信一、宮平昭、岡本定勝、清田政信の
作品が掲載されている。




里の諸実践に戦時の体験が、とりわけ昭和 17 年（1942 年、中里が 6歳にな






種」は 24 節気のひとつで、前者は 5月 21 日頃、後者は 6月 5
日頃に当たる。沖縄では「スーマンボースー」と読み、梅雨時の最も多く雨























考えるべきことは」2020 年 5 月 31 日）。中里の「沈黙の渚」の背景にも、同
様の批判意識があったものと推測される。しかし、作品を素直に読む限りに
おいて、この詩篇は、誰が慰霊の主体であるのか、死者の祀りが国家の枠組
みでなされるのか県民のものとしてなされるのかを問うているのではなく、
むしろ「慰霊」という行為そのものが出来事の記憶を変質させることに抗っ
ているように見える。
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